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Al は地球を構成する主要元素の 1 つであ

り、パイロライト組成では Al のほとんどは

下部マントルでブリッジマナイト（Brg）中

に固溶する。現在 Brg中への Alの置換様式

には、チェルマック置換型と酸素欠損置換型、

含水置換型の 3 種類が存在すると考えられ

ている。先行研究で報告されている Brgの化

学組成を注意深く観察すると、純粋なチェル

マック置換型はほとんど報告されておらず、

また純粋な酸素欠損型の報告はなかった 

(例えば Irifune et al., 1996, Kubo & Akaogi, 

2000; Kojitani et al., 2007)。先行研究では出発

物質として粉末試料や粉砕ガラスを用い、ま

た試料をカプセルで封入しないケースもあ

り、出発物質の表面吸着水の付着および周囲

からの水の流入の可能性があった。 

これまでに我々は無水 Brg の低 Al 量での

置換様式を明らかにするため、出発物質とし

てガラスの塊を用いて限りなく無水条件で

高温高圧実験を行った。出発物質は理想的な

置換様式を想定し、4 つの異なる Al 量をも

つ試料を用意した。高圧実験には愛媛大学

GRC 設置の川井型マルチアンビル高圧発生

装置（ORANGE-3000）を用いて、下部マント

ル最上部条件を想定し、28 GPa、1600-1700℃

で 1時間保持後、急冷回収した。限りなく無

水条件で試料合成したため結晶径がサブミ

クロンとなり、EPMAを用いて個々の Brgの

化学組成測定が不可能であった。したがって

XRD 分析結果とバルク組成から Brg の化学

組成を見積もった。その結果、初めて単相の

酸素欠損置換型 Brg（Al=0.025 pfu, 総カチオ

ン 2）の合成に成功し、また Al 量によらず

純粋なチェルマック置換型 Brg が存在する

可能性を確認した。しかしながら、酸素欠損

置換型の場合、Al > 0.025 pfu 領域では極少

量の共存相の同定が困難で Brg の化学組成

を正確に推定できなかった。 

本研究では、酸素欠損置換型無水 Brgの Al 

> 0.025 pfu 領域での置換様式を明らかにす

るため、加熱保持時間を 1時間から 100時間

に変えて広島大学及び愛媛大学設置の超高

圧発生装置を用いて行った。そして Brgを粒

成長させることにより、個々の Brgの定量分

析を試みた。結果、MgO 飽和条件下におけ

る Al > 0.025 pfu領域での無水 Brgの存在可

能領域が明らかとなった。 
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